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これまで、ファイバーリサイクルセンターから年

に１度【ゆう あい通信】をお送りしていましたが、

今後は会員の皆様には【ファイバーリサイクル通信】

を年４回お届けすることにしました。

・賛助会員の皆様へ。名称を「ファイバーリサイク

ルを支える会会員」としていましたが、４月から

「ファイバーリサイクル賛助会員」という名称に

させていただきました。会費等はこれまでと変わ

りません。

・今回の通信は、賛助会員の皆様だけでなく、これ

まで衣類をお送りいただいた皆様にもお届けして

います。これを機会にぜひ賛助会員になっていた

だき、これからもファイバーリサイクルを共に支

えていただけますようによろしくお願いします。

今回のファイバーリサイクル通信の内容
今回案内していること ページ

ファイバーリサイクルセンター長の

清水清子さんに聞く
２～３

アル・カイール アカデミーと
パキスタンについて

ＧＣかごしま副理事長川上由美子さんに聞く
４～５

ゆう＊あいショップ訪問

・ＧＣふくおか藤崎店
６

衣類の送り方案内 ７

お送りいただいた衣類の量など

ゆう＊あいショップの案内

賛助会員の申し込み方法、ほか

８

通信の今後の掲載予定
①ファイバーリサイクルとはどんな取り組みなのか。

・国境を越えた子育て支援として

・リサイクル運動として

・生活困窮者の自立支援に向けた就労訓練の場と

して

②ファイバーリサイクルの現状

・センターに届いてからの流れ

・パキスタンへの送り出し作業

・送られてくる量、累計量

・パキスタンに送り出した量

③ゆう あいショップの案内

・ショップをリストで案内

・ゆう あいショップ訪問

④パキスタンの様子（アル・カイールアカデミーほ

か）の報告

・現地からの報告

・グリーンコープか

らの視察訪問

⑤就労訓練の様子

⑥実務的なお願いなど

・お送りいただく衣

類の説明

・伝票請求からの流れや、Ｑ＆Ａなど

⑦賛助会員

・賛助会員の会員数

・賛助会員申し込み方法

賛助会員をご希望で、

自分が賛助会員かどうかわからない方へ

今回の「通信」が届いて、“私はすでに賛助会員になっ

ているのか、あるいは衣類を送ったことがあるから通信が

届いたのか？”わからない方がおられるかと思います。

そんな方で賛助会員をご希望の方は、８ページの案内を

見て賛助会員の申し込みをしてください。二重にならない

ように取り扱いをします。

また、ファイバーリサイクルセンター（Ｐ８に案内）に

連絡いただけば、賛助会員かどうかすぐお調べします。

１号 ５月２０日 

２０１６年５月１日 発行：ファイバーリサイクルセンター

ファイバーリサイクルのホームページは、 検 索 

このファイバーリサイクル通信は、先
月ファイバーリサイクル賛助会員、衣類
をお送りいただいた皆さんにお届けし
たものです。
抱樸館福岡との連携が良くわかる記

事もありますので、抱樸館を支える会会
員の皆様にもお届けします。
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ファイバーリサイクルとはどのようなものか、ま

たファイバーリサイクルセンターではどんなことを

しているのか、なかなか分かりにくいというご意見

をいただきます。

今回、センター長の清水清子さんにお聞きしまし

た。

――清水さんはいつか

らこのファイバーリ

サイクルセンターに

おられるのですか。

清水：私は、ファイバー

リサイクルセンター

ができた２０１０年１１月からここで働かせてい

ただいています。

――ファイバーリサイクルの目的と作業の概略を聞

かせてください。

清水：目的は、大きく３つあります。一つは、パキ

スタンのアル・カイール アカデミーの支援です。

私たちはこれを国境を越えた子育て支援と言って

います。二つ目は、就労訓練です。センターの作

業を通じて、抱樸館福岡の入居者や生活困窮者の

自立支援に向けた訓練を行なっています。三つ目

は、衣類のリユースですね。このセンターでは無

料で提供いただいた衣類を仕分けして、８割くら

いをパキスタンに送りだしています。残りの約２

割は国内、グリーンコープのエリア内で販売して

います。

――衣類を提供してくださるのはグリーンコープの

組合員ですか。

清水：グリーンコープの組合員が中心ですが、一般

の人からの提供もあります。グリーンコープでは

組合員向けのチラシや単協の機関紙などで案内し

ています。一般の人は組合員からの口コミ、それ

から福岡県内の市役所では「どこか衣類を受け付

けているところはないか？」という問い合わせに

ファイバーリサイクルセンターが紹介されること

があるようです。ファイバーリサイクルセンター

のホームページを見て送ってくださる人もいます。

――パキスタンのアル・カイール アカデミーの支援

というのはどういうことですか。

清水：アル・カイール アカデミーの支援は、２０年

以上前から千葉県の日本ファイバーリサイクル連

帯協議会（ＪＦＳＡ）が行なっていました。ＪＦ

ＳＡは、パキスタンのカラチにあるアル・カイー

ル アカデミーを支援しているＮＰＯです。パキス

タンでは貧富の差が大きく、多くの子どもたちは

学校にほとんど行けないか、１０歳くらいまでし

か学校に通えない子供がたくさんいます。ゴミの

集積場のような場所に住んでいる人たちもいます。

このような子どもたちが通えるような学校がア

ル・カイール アカ

デミーで、ムザヒ

ル校長先生が作っ

た学校です。グリ

ーンコープはこの

ＪＦＳＡに２００

６年ごろ出会い、

最初は、グリーンコープの組合員に千葉県のＪＦ

ＳＡに衣類を送るように案内していましたが、２

０１０年にこのファイバーリサイクルセンターを

福岡に作りました。

――パキスタンに送る衣類は無料提供ではなく、買

い取ってもらっているそうですね。

清水：パキスタンのカラチは古着の集積場で巨大な

マーケットがあります。ここから東南アジアやア

フリカにも古着が流れていきます。この市場でア

ル・カイー

ル アカデ

ミーが日本

から仕入れ

た古着を転

売して利益

を得て、ア

ル・カイール アカデミーの運営費にしています。

――支援はどうしてカンパ（お金の寄付）ではない

のですか。

清水：アル・カイール アカデミーを作り運営されて

いるムザヒル校長先生

が大事にしている考え

方で「施しを受けるので

はなく、仕入れたものを

自ら販売することによ

り、自立した心が生まれ

る」という考えなのです。

また、金銭の援助は継続

できないことがあるので、事業で支えるという継

続的な仕組みを作りたいということです。

――提供いただいた衣類のその後の作業を教えてく

ださい。

清水：男女別や用途種類別に７２種類に分けます。

その上で更に二次仕分けで、パキスタンに送るも

のと国内販売用とに分けます。パキスタンに送る

ものは圧縮して５０ｋｇずつの梱包にします。

――就労訓練はどんなことをしているのですか。

清水：就労訓練は、衣類の分別作業やパキスタンへ

の送り出しの作業を行ないます。そして、ファイ

センター長 清水清子さんに聞く（３月１日）
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 お送りいただきたい衣類など

衣類は国内もしくはパキスタンで「着るもの」として販売しま
すので、日本のフリーマーケットで売られている程度のものをお
願いします。中古品を送る場合、必ず洗濯をお願いします。もち
ろん新品大歓迎です。

●男性用衣類

上衣
・ズボン（長ズボン、短パン、
スウェットパンツ）

・Ｇパン
・カッターシャツ（長袖、半袖）
・カジュアルシャツ（長袖、半
袖）

・ポロシャツ（長袖、半袖）
・Ｔシャツ（長袖、半袖）
・トレーナー

・セーター
・スーツ（上下セットの
み、ネーム入り可）

・ジャンパー
・ジャケット（スーツの
上着のみは不可）

・ベスト
・コート
・ネクタイ（新品に限る）

下着
・半袖シャツ
・ランニング
・ブリーフ
・トランクス

・長袖シャツ（新品に限る）
・靴下（新品に限る）
・パジャマ（新品に限る）

男性衣類で受付できないもの
・作業着 ・スーツの上着

●女性用衣類

上衣
・Ｇパン
・ズボン（長ズボン、スウェット
パンツ）

・ブラウス
・カッターシャツ（長袖、半袖）
・カジュアルシャツ（長袖、半袖）
・Ｔシャツ（長袖、半袖）
・トレーナー

・セーター
・ジャケット（スーツの
上着のみは不可）

・ジャンパー
・ベスト
・コート
・ワンピース

下着
・ブラジャー（中古も可）
・ガードル（中古も可）
・ボディスーツ（中古も可）

・これ以外の下着（ストッキ
ング・靴下・ショーツなど）
は新品に限る。

ねまき
・パジャマ（新品に限る）※ネグリジェは不可

女性衣類で受付できないもの
・スカート・キュロット・ス
ーツ（上下とも）は受け付
けていません。

・ブラジャー・ガードル・ボ
ディスーツ以外の下着は
新品に限る。

●子ども用衣類
・新生児～ ｃｍ（新品・中古とも受け付けています）
・ ～ ｃｍ（新品に近いものを受け付けています）
・下着類
・布おむつ・おむつカバー

●衣類以外
・毛布
・タオルケット
・シーツ

※布団・マットレスは不可
・布地（２ｍ以上のもの、反
物可、ハギレ不可）

・テーブルクロス
・カーテン・レースカーテン
・タオル・バスタオル・ハン
ドタオル

・ハンカチ（中古も可）

・スカーフ、ストール、マフ
ラー

・エプロン（新品に限る）
・ベルト
・靴（学校上履きは不可）
・バッグ・リュック（ランド
セルは不可）

・財布
・ポーチ
・手袋
・帽子
・毛糸（新品に限る）

●和服類
・和服・帯（正絹・麻・綿のみ。ウール・化繊は不可）
・ゆかた（寝間着は不可）
・和装小物（帯〆・帯揚・帯留め・バッグ等）
※和服類は国内でそのまま販売しますので、シミ・汚れのあ
るものは不可

●受付できないもの
・制服、事務服、作業着
・スキーウェア
・柔道着
・ガウン
・学校上履き
・水着

・ねまき（パジャマは新品に限る。
その他のねまきや中古のパジ
ャマは不可）

・布団・枕・クッション・マット
レス類

※未使用切手・ハガキ、書き損じハガキ、プリペイドカード、
テレホンカード等も受け付けています。

※この時点で、６００
円が請求されます。

Ａ：衣類等の荷物が
用意できていれ
ば、その場で渡
す。

Ｂ １：荷物が用意できて
いなければ、伝票を受け
取る。

Ｂ ２：後日改めてヤマト
運輸に連絡して集荷を
してもらう。（９０日以
内に）

お届けする専用送り状に
は、ファイバーリサイクル
センターの宛先情報と、申
込者（組合員の住所や氏名）
が印字されています。

貼付するだけで出荷でき
ます。

３、ファイバーリサイクルセンターに荷物が納品さ

れます。

上記で説明の「ヤマト便の送り状システム」が使え
ます。ファイバーリサイクルセンターにお申込みくだ
さい。お支払いは後日お送りする郵便振替用紙でお願

いします。
それ以後の仕組みは、上記の「グリーンコープの組

合員の場合」と同様です。

２、ヤマト運輸からご自宅にファイバーリサイクル
専用送り状をお届け（申し込みから数日で）

１、共同購入申込書の
９９８８ で申込み

送り方
（専用送り状代金 円は自己負担です）

グリーンコープ組合員の場合

ヤマト運輸がご自宅まで集荷にお伺いします

梱包の仕方
（１個６００円の送料がかかります）

二重にしたポリ袋、または紙袋に入れ、ひもで十字

にしばってください。

重さ：２５ｋｇ以内
大きさ：タテ＋ヨコ＋高さ＝１６０ｃｍ以内

※段ボールには入れないでください。段ボールだと
ファイバーリサイクルセンターで荷崩れを起こし

ます。

グリーンコープのエリア以外にお住いの皆様

宅配便を使ってお送りください。

宅配便の会社はヤマト運輸でもそれ以外でも構いま

せん。それぞれの宅配運賃は出荷される皆さんの自己

負担となります。

ファイバーリサイクルセンター、ゆう＊あいショップへの持ち込み

直接持ち込みも受け付けています。ファイバーリサ

イクルセンターもしくは、ゆう＊あいショップにお問

い合わせください。

グリーンコープの店舗組合員、グリーンコープのエリ

アにお住いの組合員でない方
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